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あり，ヨリ具体的には， I家庭と J I家庭外の社会的欲求を……充足するJ I身近な社会を一
組にした生活圏」である。人聞は家庭生活だけでは社会的欲求を充足させることはできない。
そのために人聞は共同生活体を形成するのであり，この意味で，いかなる社会においても共同




































































社会といわれているアメリカの状況から考えてみる。これに関しては， M. マコピー (M. 
Maccoby) が興味ある研究報告をしているので，それを紹介することにしたい。彼は，多数






ることに見いだしている人々である。第 4 はゲームズマン。このタイプは，出世「競争J や仕
(4) 向上書， 204ー205ページ。
(5) 向上書， 203ページ。















性格タイプ | クラブツマン |ジャングル・ファ|カンパーー・マγ| ゲームズマンI ;/ '" ./ '" ......, I イター | ー | 
競争の典型的|最良のものを作り 殺すか殺されるか。 昇るか落ちるか。 勝っか負けるか。




心理的源泉。 仕事への関心。 権力への欲求。 失敗への恐れ。 コンテスト。
競争心のエネ 完全という目標。 敵をたたきつぶす 権威によって認め 新しいプレー。
ノレギー より良いものを作 喜び。 られTこいという欲 新しい選択。










(7) 脇山俊著『アメリカ社会の出世競争』産能大出版部， 1978年， 113ページ。
く 8) しかし，アルストンも日本企業のなかに全く競争(competi tion) を見出していないわけではない。
ただし，彼はアメリカ人は 1 つのグループ内のメンバー聞の競争を奨励している (encourage) のに
対して，日本人はいくつかのグループ聞の競争を奨励している，という基本的認識をもっているので
ある。 (J. Alston, The American Samurai. Blending American and Jaρanese Management Pracｭ



















(出典〉 花田光世稿「人事制度における競争原理の実態J (W組織科学~ 21-2), 
50ページ。
これを 2-1 図に適用すると，っき、のことが読みとれる。昭和45年に 297 名の大卒男子社員
が入社しているが，この第 3 レベノレにあがってきた者の全員が，第 1 レベルにおいて第 1 次選
抜であがってきている。明らかに大量採用者の中からエリートを選抜するシステムが採用され
ている。しかしながら第 1 レベルに第 1 次選抜で昇格してきても，それがそれ以降の確実な昇
格を保証するものではない。第 3 次レベルに昇格してきた者 8 人は第 1 次レベノレ第 1 次選抜で



































(12) 岩田龍子著『日本的経営の編成原理』文真堂， 1977年，第 7章を参照。
(13) 脇山俊著，前掲書， 66ページ。






















































































区分 轄身雇用制にる 大 成桂能養 中 常 臨 中 卒高事務 望子封働者| 他その 無なも 戸寸'"-ー 級管理 用 途つの 卒 時 採用者 中職 回てい体全資本金規模(円〉 者 工 者 者|工 工 卒員 答
全 体 100.0 96.6 47.8 87.2 89.9 68.6 1.1 72.6 88.3 32. 1 1.3 0.4 
50 億未満 100.0 93.5 54.8 85.7 90.5 80.4 1.8 67.9 83.3 29.8 0.6 1.2 
50 ~ 100 億 100.0 97.3 46.7 86.7 90.7 70.7 1.3 70. 7 86.7 25.3 1.3 
100 ~ 200 億 100.0 100.0 47.8 95.5 97.0 68.7 1.5 82. 1 91. 0 37.3 3.0 一


























回 答 終身雇用制 終身雇用制
全 体 になってい になってい 無回答
資本金規模(金〉 ると思う ないと思う
全 体 100.0 92. 1 6.4 1.4 
50 億未満 100. 。 84.8 1. 36 1.5 
50 '"-' 100 億 100.0 97.5 1.3 1.3 
100 '"-' 200 億 100.0 95. 7 1.4 2.9 























































(23) これについては，石田雄著『日本の政治文化』東大出版会， 1970年， 33ページを参照のこと。
(24) 間庭充幸著，前掲書， 51ベージ。

























































者が発揮能力であり，それらは， I裏」と「表」の関係， I内」と「外」の関係， I原因」と

















(28) 掛谷力太郎著『賃金管理本質論』白桃書房， 1975年， 60ページ。





したがって， この解釈では， 「能力」は 3 つの内容から成るものとして理解されている。こ
れを図示すると， つぎのようになる。
「一保有能力












































匡蚕豆|ァ規 律 性 規律を守ろうとする精神
一責 任 性・........責任を果たそうとする意志
一協 調 性...・ H・..皆んなと協調してやっていこうとする心構え
一積 極 性...・ H ・..積極的にやろうとする意志






















(34) 吉村励著『現代の賃金問題』ミネノレヴァ書房， 1968年， 309ページ。
(35) 千石保著『比較サラリーマン論』東洋経済新報社， 1977年， 227ページ。





















生産部門 事務部門 部営業・販売門 部技情術報・処研究理門 加重平均
1. 5， 000人以上 97.9 79.3 65.3 83.9 83.4 
2. 1 ， 000人~ 87.8 71.4 56.8 69.0 72.0 
3. 1 ， 000人末満 84.2 59.5 56.5 62.9 66.7 
メ口L 言十 93.4 74.6 61. 5 77.1 78. 1 































































る QCサーク Jレ活動J (W亜細亜大学経営論集』第18巻第 2 号〉や秋元樹/R. コール稿「アメリカ自
動車工場における QC サークノレJ (W 日本労働協会雑誌.JI No 293) によって知ることができる。
(40) 内山節著『自然・労働・協同社会の理論』農文協， 1989年， 93ページ。


































































来，不断に追求されてきた。その 1 つの結論は社会福祉の充実による社会福祉国家体制j の構
想」である。近代欧米諸国が到達目標とした国家体制は社会福祉国家体制(図 3-1) であっ




































































































(54) W現代の日本的経営JI ， 155ページ。







































(57) R. ベラー他著，島薗進他訳『心の習慣』みすず書房， 1991年， í 日本語版への序文J 6"-'7 ベージ。
(58) 岩佐茂他著『哲学のリアリティ』有斐閣， 1986年， 184"-' 185ページ。




























また，チーム制の導入に関しては，最近オースパーン(J. Orsburn) などによって， I新しいアメリ











(62) 三戸公稿「企業社会と共同体J (~経済評論JI S 54年 8 月号)， 73""'74ベージ。ただし，奥田健二民
は， ドラ γ カーの「工場共同体」構想は挫折したととらえている。(奥田健二稿，前掲稿， 10""'11ペ
ージ参照)。
(63) J. Orsburn et a l., Self-Divebted Wovk Team: The New American Challenge, Business 













日本では，ベンディッグス (R. Bendix) が全体主義的情況として恐れていた情況，すな
わち，大企業の集団主義によって職場内の生活だけでなく職場外の家庭生活や思想や夢までも



















うである。 J (千尾将著『アメリカ・ピジネス事情』産能大， 1982年， 127ページ〉が，日本では，そ
の〈アメリカとは対照的な〉事情が，沖藤典子著『転勤族の妻たち』講談社文庫， 1991年，に詳しく
リポートされている。





















































われにとって企業とは何かく上)~東洋経済新報社， 1976年， 59ページ。〕 経営〈管理〉にとって倫理
はいかなる意味をもっているのか一一これは筆者のこれからの研究課題の 1 つである。
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